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〈
研
究
ノ
1
ト
〉
名
古
屋
遷
府
以
前
の
城
下
町
清
須
1
都
市
構
造
と
支
配
体
制
の
在
り
方
を
さ
ぐ
る
ー
茨
士♂u、
麻
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
先
に
筆
者
は
、
「
”
近
世
城
下
町
名
古
屋
”
の
形
成
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
近
世
初
期
の
都
市
研
究
の
立
ち
遅
れ
を
指
摘
し
、
”
家
康
の
手
に
な
る
近
世
城
下
町
”
の
特
色
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
名
古
屋
城
下
町
の
研
究
の
深
化
の
必
要
性
を
強
調
し
て
、
そ
の
建
設
手
法
を
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
近
世
名
古
屋
の
建
設
に
は
、
①
近
世
統
一
権
力
を
背
景
に
、
中
世
的
複
数
同
心
円
構
造
を
解
体
し
、
城
を
中
心
と
す
る
一
つ
の
同
心
円
構
造
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
、
②
そ
れ
以
前
の
東
西
方
向
に
連
な
る
町
を
、
理
念
上
、
南
北
の
縦
軸
優
位
の
形
態
に
組
み
換
え
ら
れ
た
、
③
旧
在
の
町
は
、
域
外
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
城
下
町
内
に
取
り
込
ま
れ
た
、
④
寺
院
と
異
な
り
、
神
社
は
会
所
地
を
利
用
し
て
残
さ
れ
た
、
等
の
諸
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
城
下
町
は
、
新
規
の
も
の
と
し
て
突
然
に
そ
こ
に
現
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
遷
府
以
前
の
名
古
屋
の
諸
要
素
を
再
編
し
つ
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）
さ
て
、
近
世
名
古
屋
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
清
須
の
城
下
町
を
遷
府
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尾
張
に
お
け
る
新
た
な
近
世
城
下
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
遷
府
前
ま
で
の
清
須
の
状
況
を
織
田
氏
時
代
・
豊
臣
氏
時
代
・
徳
川
氏
時
代
の
三
期
に
分
け
て
追
う
。
そ
し
て
、
そ
の
近
世
城
下
町
と
し
て
の
”
都
市
構
造
”
の
諸
要
素
が
、
ほ
ぼ
信
雄
時
代
に
既
に
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
た
め
、
豊
臣
氏
時
代
以
降
は
、
城
下
町
の
”
支
配
体
制
”
の
整
備
が
都
市
変
革
の
主
眼
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
以
降
の
、
近
世
城
下
町
形
成
期
に
お
け
る
城
下
支
配
体
制
の
在
り
方
を
、
町
奉
行
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
れ
が
幕
藩
体
制
確
立
後
の
町
奉
行
と
は
異
な
り
、
”
商
業
地
た
る
町
場
及
び
そ
こ
に
住
む
、
商
い
を
生
業
と
す
る
者
た
ち
の
主
と
し
て
身
分
的
な
支
配
を
行
う
奉
行
”
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
更
に
近
世
名
古
屋
に
続
く
町
奉
行
の
流
れ
を
概
観
す
る
。
ま
た
一
方
、
名
古
屋
遷
府
の
必
要
性
の
理
由
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
た
い
。
織
田
氏
時
代
の
清
須
　
清
須
は
南
北
朝
初
期
に
は
「
清
須
御
厨
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
文
明
期
、
尾
張
に
入
部
し
た
守
護
代
織
田
敏
定
の
時
代
に
、
守
護
斯
波
氏
を
迎
え
、
守
護
在
城
の
地
と
な
り
、
尾
張
の
政
治
の
中
心
と
し
て
の
清
須
城
下
の
基
礎
が
名古屋遷府以前の城下町清須107
築
か
れ
た
。
守
護
代
織
田
家
の
下
に
は
、
三
奉
行
が
あ
り
、
次
第
に
実
権
を
掴
ん
で
い
っ
た
が
、
そ
の
三
奉
行
の
一
が
、
信
長
の
父
、
信
秀
で
あ
っ
た
。
天
文
の
初
め
、
信
秀
は
、
信
長
の
誕
生
を
契
機
に
、
彼
を
那
古
野
城
に
入
れ
、
自
ら
は
古
渡
に
移
っ
た
。
　
そ
れ
で
は
ま
ず
、
信
長
の
清
須
入
城
前
後
の
時
期
の
城
下
町
の
様
相
を
見
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
「
信
長
公
記
」
の
「
簗
田
弥
次
右
衛
門
御
忠
節
の
事
」
の
条
に
は
「
清
須
に
那
古
野
弥
五
郎
と
て
、
十
六
・
七
若
年
の
人
数
三
百
ば
か
り
持
ち
た
る
人
」
が
い
て
、
清
須
の
城
中
を
分
裂
さ
せ
た
と
の
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
斯
波
義
統
臣
下
の
簗
田
弥
次
右
衛
門
と
い
う
者
が
、
信
長
の
も
と
に
来
て
忠
誠
を
誓
っ
た
の
で
、
信
長
は
「
御
人
数
清
洲
へ
引
入
れ
、
町
を
焼
払
ひ
、
生
城
に
仕
」
っ
た
と
い
う
。
生
城
（
は
だ
か
じ
ろ
）
と
は
城
下
町
が
焼
き
払
わ
れ
た
城
と
解
釈
さ
れ
、
こ
か
ら
清
須
城
下
に
”
町
”
匹
”
城
下
町
”
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
”
那
古
野
”
姓
を
名
乗
る
武
士
、
つ
ま
り
名
古
屋
を
拠
点
に
成
長
し
た
と
思
わ
れ
る
武
士
が
そ
こ
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
　
次
い
で
、
天
文
二
十
三
（
一
五
四
）
年
七
月
の
「
柴
田
権
六
中
市
場
合
戦
の
事
」
条
か
ら
は
、
当
時
そ
こ
に
”
中
市
場
・
山
王
口
・
誓
願
寺
（
成
願
寺
）
・
乞
食
村
・
町
口
大
堀
”
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
『
信
長
』
三
四
頁
）
。
更
に
、
織
田
信
広
（
信
長
の
異
母
兄
）
が
、
信
長
へ
の
謀
叛
を
企
図
し
た
際
の
記
述
に
は
、
信
広
が
「
清
洲
町
通
り
」
を
通
る
と
あ
り
、
当
時
、
清
須
城
下
に
は
”
清
洲
町
通
り
”
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
町
人
も
惣
構
を
よ
く
城
戸
を
さ
し
堅
め
、
信
長
御
帰
陣
候
迄
人
を
入
る
べ
か
ら
ず
、
と
仰
せ
ら
れ
候
て
…
」
と
あ
っ
て
、
惣
構
内
、
城
戸
ー
城
門
の
内
側
に
”
町
人
”
が
お
り
、
戦
闘
の
際
に
は
、
彼
ら
も
戦
っ
た
こ
と
、
加
え
て
、
「
究
寛
の
度
々
の
覚
の
侍
衆
七
・
八
百
甕
を
並
べ
御
座
候
の
間
、
御
合
戦
に
及
び
一
度
も
不
覚
こ
れ
な
し
」
と
あ
り
、
有
力
な
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
下
達
が
城
下
に
集
住
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
　
ま
た
、
市
場
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
り
、
城
の
北
側
の
内
堀
の
周
辺
に
御
園
、
城
南
山
王
社
門
前
に
中
市
場
、
北
の
外
堀
の
付
近
に
小
市
場
、
北
西
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
外
堀
を
出
て
す
ぐ
の
所
に
北
市
場
と
い
う
合
計
四
つ
が
立
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
、
当
該
期
清
須
に
、
市
場
が
存
在
し
、
ま
た
、
全
て
で
は
な
い
に
し
ろ
、
す
で
に
城
下
へ
の
有
力
家
臣
の
集
住
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
惣
構
内
に
も
町
人
が
い
て
、
戦
闘
に
参
加
し
て
お
り
、
身
分
の
分
離
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
居
住
地
域
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
未
だ
中
世
段
階
の
一
戦
国
大
名
の
”
惣
構
の
中
に
武
士
と
直
属
商
工
業
者
が
居
住
し
、
そ
の
外
に
市
場
が
　
　
　
　
（
6
）
存
在
す
る
二
元
的
な
構
造
”
を
持
っ
た
城
下
町
の
形
態
と
い
え
る
。
　
な
お
、
当
時
、
人
々
は
「
清
洲
と
云
ふ
所
は
国
中
真
中
に
て
富
貴
の
地
」
（『
M
長
』
七
六
頁
）
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
七
月
、
小
牧
へ
の
城
と
城
下
町
の
移
転
が
決
行
さ
れ
て
、
清
須
の
信
長
時
代
が
終
わ
る
。
　
下
っ
て
、
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
に
な
る
と
、
信
雄
が
、
前
年
末
の
震
災
で
居
城
長
島
城
が
被
災
し
た
の
を
契
機
に
清
須
の
大
改
修
を
行
い
、
そ
こ
に
入
府
し
た
。
こ
れ
は
文
字
通
り
の
”
大
改
修
”
で
あ
り
、
規
模
が
大
幅
に
拡
大
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
城
下
町
は
、
信
長
時
代
の
、
城
下
町
の
南
北
に
市
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
が
存
在
す
る
”
大
名
居
館
＋
家
臣
団
＋
直
属
商
工
業
者
→
←
市
場
”
と
い
う
構
造
か
ら
、
”
大
名
居
館
＋
家
臣
団
ー
町
屋
”
と
い
う
構
造
へ
変
化
さ
せ
ら
れ
108
　　　　　　　　　図1　信長時代及び名古屋遷府直前の清須の様相
「清須城下推定図」（r名古屋市博物館常設展　尾張の歴史　展示解説IV』同博物館1981年5頁）及び
「清須総図」（r尾張名所図会　下巻』愛知県郷土資料刊行会1970年2～5頁）を基に作成
　注1：（）は「清須城下推定図」に記載されているもの
　　　　〈　〉は「清須総図」に記載されているもの
　　　　それ以外は上記2図に共に記載されているもの
　注2：斜線部分は信長時代の清須の様相一城と城下町及び市場一
　　　　梅本博志「信長期における清須城下町の様相」（r清須　研究報告編』東海埋蔵文化研究会
　　　　1989年）中の記述を基に推定位置を加筆
　注3：図の清須城下の姿は，天正14（1586）年の信雄による清須大改修以降，その基本的な形が
　　　　出来上がった。
名古屋遷府以前の城下町清須109
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
図
1
＞
の
斜
線
部
の
よ
う
な
信
長
時
代
の
清
須
の
様
相
が
、
同
図
全
面
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
城
下
町
の
姿
に
変
え
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
改
修
工
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
後
の
清
須
城
と
そ
の
城
下
町
の
骨
格
を
形
成
し
た
も
の
で
、
こ
に
お
い
て
清
須
は
、
総
構
内
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
市
町
を
も
取
り
込
み
、
”
総
構
の
確
立
・
成
立
及
び
惣
町
の
成
立
を
見
た
”
と
言
い
得
る
。
ま
た
、
こ
の
城
下
町
の
建
設
は
、
”
同
年
の
知
行
替
に
よ
り
、
在
地
性
を
止
揚
し
て
武
士
を
集
住
さ
せ
る
こ
と
で
初
め
て
成
立
し
得
た
も
の
で
、
中
世
的
拠
点
集
落
網
の
廃
絶
と
一
体
の
こ
と
し
て
行
わ
れ
、
近
世
的
知
行
制
の
創
出
に
裏
打
ち
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
尾
張
の
近
世
の
到
来
を
具
現
化
し
　
〔
9
）
た
も
の
”
と
の
評
価
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
正
十
四
年
の
改
修
に
よ
り
、
清
須
は
“
近
世
的
な
城
下
町
”
と
し
て
の
諸
条
件
を
ほ
ぼ
具
備
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
当
時
の
具
体
的
な
様
相
を
直
接
に
物
語
る
史
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
二　
豊
臣
氏
時
代
の
清
須
　
小
田
原
陣
後
、
秀
吉
の
転
封
命
令
を
拒
ん
だ
信
雄
は
下
野
那
須
二
万
石
を
給
さ
れ
、
佐
竹
氏
預
け
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
清
須
は
羽
柴
秀
次
に
与
え
ら
れ
て
、
豊
臣
政
権
の
勢
力
下
に
組
み
込
ま
れ
、
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
の
秀
次
処
刑
後
は
福
島
正
則
が
引
き
継
い
だ
。
前
述
の
よ
う
に
、
天
正
十
四
年
の
清
須
大
改
修
に
よ
っ
て
、
以
後
の
清
須
城
下
町
の
基
本
的
な
形
態
が
整
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
清
須
は
、
町
奉
行
制
の
確
立
を
は
じ
め
、
都
市
の
支
配
体
制
の
整
備
に
そ
の
変
革
主
題
が
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
で
は
、
当
該
期
清
須
の
状
況
を
確
認
す
る
と
も
に
、
近
世
城
下
町
形
成
期
に
お
け
る
城
下
町
支
配
体
制
の
在
り
方
を
、
町
奉
行
を
中
心
に
考
察
す
る
。
　
さ
て
、
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
十
二
月
十
四
日
、
秀
吉
の
命
を
受
け
、
秀
次
の
実
父
で
あ
る
三
好
吉
房
か
ら
”
清
須
衰
微
”
の
た
め
、
二　
清
須
之
町
江
在
々
6
越
候
て
居
住
百
姓
共
、
相
改
、
前
々
在
所
江
還
住
可
仕
事
。
一　
尾
州
之
百
姓
小
者
に
成
候
而
方
々
に
有
之
分
相
改
、
本
之
在
所
へ
可
召
返
事
。
　
（
1
0
）後
略
）
L
と
い
っ
た
命
令
が
出
さ
れ
た
。
　
小
島
道
裕
氏
は
、
一
連
の
戦
国
城
下
町
研
究
で
、
市
町
の
統
合
に
よ
る
「
町
」
の
誕
生
に
よ
り
、
領
主
自
身
の
城
下
町
の
直
接
管
理
が
開
始
し
た
と
し
、
戦
国
期
安
土
に
「
お
そ
ら
く
そ
れ
ま
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
職
掌
と
し
て
」
、
町
奉
行
の
誕
生
を
想
定
し
た
。
そ
し
て
、
天
正
十
六
（
一
五
八
）
年
の
蒲
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
V
氏
郷
松
坂
掟
に
町
中
の
問
題
に
対
応
す
る
「
奉
行
」
の
語
を
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
清
須
に
お
い
て
も
、
先
の
命
を
遂
行
す
る
た
め
、
文
禄
二
年
十
二
月
二
十
三
日
に
コ　
清
須
町
奉
行
之
事
、
池
田
丹
後
・
日
比
野
下
野
・
三
輪
五
右
衛
門
、
両
三
任
に
被
仰
付
L
と
、
三
人
が
清
須
町
奉
行
を
仰
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
日
、
「
清
須
町
中
に
有
之
在
々
百
姓
改
、
町
奉
行
衆
江
被
仰
出
」
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
『
駒
井
』
五
二
頁
）
。
　
翌
三
（
一
五
九
四
〉
年
正
月
二
十
日
、
ま
ず
池
田
と
日
比
野
の
分
の
帳
面
が
書
き
上
げ
ら
れ
（
『
駒
井
』
五
二
四
頁
）
、
そ
れ
に
二
月
二
十
三
日
に
三
輪
の
分
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
、
「
清
須
町
奉
行　
家
改
帳
」
と
し
て
三
好
の
も
と
へ
提
出
さ
れ
た
（
『
駒
井
』
五
三
八
頁
）
。
そ
の
結
果
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
後
の
論
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
史
料
を
そ
の
ま
引
用
す
る
。
　
〈
史
料
1
V
O
一　
三
輪
五
右
衛
門
請
取
分
之
町
　
　
一　
四
拾
軒　
京
町
／
一　
九
拾
五
軒　
長
者
町
／
一　
二
拾
軒　
本
110
一 　
町
／
一　
五
拾
七
軒　
中
市
場
／
一　
四
拾
六
軒　
竹
屋
町
／
一　
三
　
拾
六
軒　
上
畠
町
下
／
一　
拾
五
軒　
片
新
町
／
一　
三
拾
八
軒　
は
　
り
や
町
／
一　
三
拾
弐
軒　
中
須
賀
口
／
一　
六
拾
壷
軒　
上
畠
町
　
上
／
一　
九
拾
八
軒　
い
く
ゐ
浦
町
／
一　
九
拾
八
軒　
順
礼
池
町
／
　
一　
六
拾
八
軒　
呉
服
町
／
一　
弐
拾
弐
軒　
本
町
中
町
／
｝　
四
拾
　
軒　
寺
野
町
／
一　
六
拾
九
軒　
名
護
屋
町
／
一　
弐
拾
弐
軒　
か
な
　
や
町
／
一　
六
拾
四
軒　
勝
万
寺
町
／
一　
百
三
拾
五
軒　
本
町
上
ノ
　
分
／
一　
五
拾
五
軒
下
町
合
千
百
拾
豊
軒
内
二
百
六
拾
九
軒
百
弐
拾
五
軒
四
拾
九
軒
六
百
三
拾
七
軒
弐
拾
軒
六
軒
五
軒
尾
州
在
々
よ
り
町
へ
こ
し
候
分
他
国
之
者
奉
公
人
分
清
須
前
6
町
人
名
護
屋
6
之
町
人
熱
田
6
町
人
こ
ま
き
よ
り
町
人
以
上
池
田
丹
後
入
道
請
取
分
之
町
一　
八
拾
四
軒　
永
安
寺
町
／
一　
四
拾
九
軒　
伊
勢
町
／
一　
六
拾
五
軒　
ね
り
や
町
／
一　
七
拾
八
軒　
田
町
／
一　
五
拾
七
軒　
大
津
町
／
一　
五
拾
四
軒　
桑
名
町
／
一　
百
三
拾
六
軒　
新
町
／
一　
弐
拾
弐
軒　
中
小
路
町
／
一　
弐
拾
六
軒　
北
市
場
桶
屋
町
／
一　
三
拾
弐
軒　
下
町
桶
屋
町
／
一　
九
拾
五
軒　
鍛
冶
屋
町
分
／
一　
弐
拾
七
軒　
北
市
場
下
町
分
／
一　
五
拾
三
軒　
見
そ
の
新
町
／
一　
六
拾
五
軒　
山
田
町
合
八
百
四
拾
参
軒　
内
　
三
百
九
拾
九
軒　
前
々
6
清
須
町
人
　
三
百
三
拾
八
軒
尾
州
在
々
者
　
百
六
軒　
　
他
国
之
者　
　
已
上
一　
日
比
野
下
野
守
請
取
分
町
　
一　
八
拾
五
軒　
宮
町
／
一　
百
五
軒　
こ
ま
き
町
／
一　
四
拾
九
軒
　
北
市
場
／
一　
百
一
軒　
麺
跳
購
町
／
一　
三
拾
八
軒　
鍛
冶
屋
町
／
一
　
三
拾
五
軒
山
田
町
／
一　
百
五
拾
五
軒　
み
そ
の
町
／
一　
五
拾
　
三
軒　
長
島
町
／
一　
五
拾
六
軒　
入
笛
町
／
一　
九
拾
八
軒　
新
町
合
七
百
七
拾
五
軒
　
百
六
拾
軒
　
八
拾
四
軒
　
拾
四
軒
　
五
百
拾
七
軒
内尾
州
在
々
6
町
へ
越
分
他
国
之
者
奉
公
人
清
須
前
々
6
町
人
小
牧
前
6
町
人
あ
つ
た
宮
前
6
町
人
已
上
　
右
惣
都
合
之
内　
七
百
六
拾
七
軒　
尾
州
在
々
6
相
越
分
有
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
駒
井
』
五
七
・
五
八
頁
）
　
こ
か
ら
は
、
元
か
ら
清
須
城
下
に
い
た
者
達
に
加
え
、
名
古
屋
や
小
牧
、
熱
田
と
い
っ
た
周
辺
の
町
場
、
更
に
尾
張
国
在
々
や
他
国
か
ら
も
当
時
、
人
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
三
輪
請
取
分
の
京
町
に
始
ま
り
、
日
比
野
請
取
分
の
新
町
に
至
る
ま
で
、
総
計
二
七
二
九
軒
が
軒
を
連
ね
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
個
々
の
具
体
的
な
町
名
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
繁
栄
し
た
城
下
町
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
名古屋遷府以前の城下町清須111
月
三
日
に
は
、
秀
吉
か
ら
、
清
須
町
中
に
尾
張
の
在
々
所
々
か
ら
や
っ
て
来
た
者
た
ち
は
元
の
土
地
に
戻
り
、
田
畠
荒
地
を
耕
し
、
郷
の
役
を
勤
め
る
よ
う
に
、
更
に
、
そ
れ
に
伴
っ
て
町
末
に
で
き
た
明
地
は
耕
作
す
る
よ
う
に
と
の
帰
農
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
『
駒
井
』
五
六
頁
）
。
そ
の
目
的
は
、
人
口
の
都
市
集
中
に
よ
る
農
村
の
疲
弊
を
防
止
し
、
ま
た
、
農
民
階
級
を
固
定
化
し
て
そ
の
武
士
化
・
町
人
化
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
朝
鮮
出
兵
に
伴
う
、
軍
事
力
強
化
の
必
要
性
、
す
な
わ
ち
、
生
産
力
の
更
な
る
向
上
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
当
時
の
清
須
が
都
市
と
し
て
の
人
々
の
吸
引
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
身
分
離
と
そ
れ
に
対
応
し
た
居
住
区
の
分
離
は
前
段
階
よ
り
進
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
も
の
、
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
、
城
下
の
町
末
に
は
耕
作
地
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
二
十
五
日
に
も
、
田
畠
が
な
い
者
も
古
郷
へ
帰
り
、
荒
地
を
耕
作
す
べ
し
と
の
命
が
駒
井
か
ら
三
輪
五
右
衛
門
・
勝
田
六
蔵
・
三
輪
八
蔵
へ
伝
え
ら
れ
た
（『
訷
艨
x
五
六
九
頁
）
。
　
以
上
、
当
時
の
清
須
城
下
の
状
況
を
確
認
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
の
町
奉
行
は
、
幕
藩
体
制
確
立
後
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
近
世
城
下
町
形
成
段
階
に
お
け
る
町
奉
行
の
問
題
を
、
そ
の
職
掌
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。
　
先
に
も
示
し
た
〈
図
1
＞
は
遷
府
直
前
の
清
須
で
あ
る
。
同
図
は
、
名
古
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
市
博
物
館
の
常
設
展
示
解
説
書
所
載
の
図
を
下
敷
き
に
、
「
尾
張
名
所
図
会
」
中
の
「
清
須
総
図
」
〈
図
2
＞
を
利
用
し
て
作
成
し
た
。
「
清
須
総
図
」
は
、
清
須
の
鳥
鰍
図
で
、
近
世
後
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
当
時
の
清
須
の
そ
し
て
図2　近世の清須一『尾張名所図会』より
「尾張名所図会」下巻（愛知県郷土資料刊行会　1970
年）2～5頁
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姿
に
加
え
、
往
古
存
在
し
て
い
た
寺
や
屋
敷
が
「
×
趾
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
旧
清
須
城
下
は
名
古
屋
遷
府
以
後
、
近
世
を
通
じ
て
一
農
村
、
そ
し
て
美
濃
路
の
一
宿
駅
と
し
て
さ
や
か
に
存
続
し
て
ゆ
く
の
み
で
あ
り
、
そ
の
町
場
景
観
に
特
筆
す
べ
き
変
化
は
な
く
、
遷
府
以
前
の
清
須
の
姿
を
、
そ
こ
か
ら
お
お
よ
そ
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
〈
図
1
＞
に
現
れ
て
い
る
地
名
と
先
の
〈
史
料
1
＞
「
駒
井
日
記
」
の
清
須
町
奉
行
請
取
分
と
し
て
現
れ
た
町
名
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
　
ま
ず
、
〈
図
1
V
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
史
料
1
＞
に
出
て
こ
な
い
主
な
町
名
を
挙
げ
る
と
、
そ
れ
ら
は
、
番
町
・
伝
馬
町
・
浦
町
・
霞
町
・
廻
間
町
・
材
木
町
・
船
杁
町
・
鍋
屋
町
・
高
毛
町
・
鷹
匠
町
・
朝
日
町
・
野
田
町
・
小
市
場
・
小
人
町
・
弓
町
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
名
古
屋
府
城
志
」
に
よ
る
と
霞
町
は
清
須
で
は
雇
船
を
掌
り
、
霞
山
を
賜
　
　
　
　
　
（
1
3
）
っ
て
、
そ
の
葦
で
商
い
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
廻
間
町
や
船
杁
町
も
名
古
屋
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
府
当
初
は
そ
の
名
の
頭
に
「
霞
町
」
を
冠
し
て
お
り
、
同
様
の
仕
事
を
し
て
い
た
町
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
浦
町
や
材
木
町
と
い
っ
た
町
々
も
外
堀
端
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
四
つ
の
町
に
は
河
岸
で
の
荷
の
運
搬
に
関
わ
る
者
達
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
伝
馬
町
は
そ
の
字
の
ご
と
く
、
伝
馬
役
を
つ
と
め
る
町
で
あ
る
。
　
か
わ
っ
て
、
「
寛
延
旧
家
集
」
と
い
う
史
料
に
は
、
近
世
名
古
屋
鍋
屋
町
に
鋳
物
師
水
野
太
郎
左
衛
門
が
代
々
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
同
家
が
信
長
以
来
の
領
主
に
仕
え
て
来
て
お
り
、
鋳
物
職
の
黒
印
状
や
朱
印
状
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
清
須
へ
移
っ
て
き
た
の
は
文
禄
二
年
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
清
須
に
お
い
て
も
太
郎
左
衛
門
は
鍋
屋
町
に
住
み
、
領
主
の
御
用
を
承
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
史
料
に
は
「
清
須
越
之
者
」
と
し
て
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
に
五
家
の
鍋
屋
町
在
住
の
鍋
屋
・
鍋
職
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
彼
ら
も
ま
た
、
清
須
に
お
い
て
も
鍋
屋
町
に
集
住
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
町
は
領
主
に
仕
え
る
鋳
物
職
人
た
ち
の
住
む
町
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
番
町
や
鷹
匠
町
・
小
人
町
・
弓
町
も
そ
の
名
か
ら
想
像
す
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
う
に
ん
ち
よ
う
る
に
”
町
”
と
は
い
え
、
一
般
の
”
町
人
町
”
で
あ
っ
た
と
は
想
像
し
が
た
い
。
そ
の
住
人
に
は
、
領
主
と
の
極
め
て
密
接
な
支
配
・
被
支
配
関
係
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
小
市
場
・
朝
日
町
が
清
須
町
奉
行
請
取
分
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
理
由
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
、
前
者
は
「
名
古
屋
府
城
志
」
に
”
清
須
北
市
場
か
ら
移
り
、
旧
名
を
北
市
場
町
と
い
っ
た
”
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
後
者
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
朝
日
村
の
出
町
で
あ
っ
た
こ
と
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
　
小
島
道
裕
氏
は
、
町
奉
行
誕
生
の
理
由
を
直
属
商
工
業
者
と
市
町
の
統
合
に
よ
り
、
新
た
な
町
人
居
住
区
と
し
て
の
「
町
」
が
生
ま
れ
、
も
は
や
大
名
と
個
別
の
主
従
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
彼
ら
を
城
地
と
一
体
の
直
営
都
市
に
抱
え
た
め
、
領
主
自
身
に
よ
る
直
接
の
管
理
の
必
要
が
生
ま
れ
た
と
　
（
1
8
）
説
明
し
た
。
そ
こ
か
ら
類
推
す
る
と
、
領
主
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
も
っ
て
い
る
職
人
な
ど
の
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
町
奉
行
に
よ
る
支
配
を
行
う
必
然
性
は
当
初
に
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
清
須
城
下
に
存
在
し
な
が
ら
、
「
駒
井
日
記
」
の
清
須
町
奉
行
請
取
分
か
ら
除
外
さ
れ
た
町
に
は
、
”
領
主
が
支
配
す
る
城
下
町
に
お
い
て
物
流
な
ど
の
都
市
的
機
能
に
関
わ
っ
た
者
”
、
”
領
主
に
従
属
し
、
何
ら
か
の
役
を
負
担
し
て
い
た
者
”
や
”
商
人
と
い
う
よ
り
は
職
人
と
い
う
べ
き
存
在
の
者
”
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
い
う
な
ら
ば
、
”
清
須
町
奉
行
”
が
掌
握
す
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
純
粋
に
店
が
名古屋遷府以前の城下町清須113
並
び
、
商
取
引
を
行
う
た
め
に
存
在
し
た
町
、
す
な
わ
ち
、
商
人
の
居
住
す
る
町
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
中
世
以
来
の
”
市
”
の
系
譜
を
引
き
、
そ
の
発
展
上
に
生
ま
れ
た
町
に
限
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
　
こ
の
た
あ
、
豊
臣
氏
時
代
の
町
奉
行
の
基
本
と
な
る
職
務
、
そ
れ
は
市
町
の
系
統
を
ひ
く
町
や
そ
こ
に
あ
っ
た
商
人
た
ち
の
統
制
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
の
”
町
奉
行
”
と
は
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
そ
れ
の
よ
う
な
、
”
町
人
地
及
び
町
人
の
支
配
を
行
う
奉
行
”
な
の
で
は
な
く
、
”
商
業
地
た
る
町
場
及
び
そ
こ
に
住
む
商
い
を
生
業
と
す
る
者
た
ち
の
主
と
し
て
身
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
的
な
支
配
を
行
う
奉
行
”
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
〈
史
料
1
＞
に
列
記
さ
れ
た
城
下
の
町
名
を
〈
図
1
＞
上
に
確
認
し
て
ゆ
く
と
三
輪
請
取
分
の
町
は
清
須
城
の
南
に
、
池
田
請
取
分
の
町
は
城
の
西
に
、
日
比
野
請
取
分
の
町
は
城
の
北
及
び
東
側
、
内
堀
付
近
に
存
在
し
て
い
た
と
お
よ
そ
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
三
人
の
町
奉
行
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
地
域
ご
と
に
、
そ
の
任
務
を
分
掌
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
秀
次
か
ら
発
給
さ
れ
た
天
正
期
の
尾
張
の
諸
士
等
へ
の
知
行
安
堵
状
は
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
に
岡
崎
城
主
と
な
り
、
後
に
秀
次
の
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
老
の
一
人
と
な
っ
た
田
中
吉
政
の
名
前
で
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
引
用
し
た
一
連
の
「
駒
井
日
記
」
の
記
事
や
近
世
名
古
屋
城
下
の
上
御
園
町
の
紺
屋
平
左
衛
門
家
に
伝
え
ら
れ
た
〈
史
料
2
＞
　
　
其
町
市
之
事
　
如
前
々
、
八
日
、
十
八
日
、
廿
八
日
　
一
ケ
月
三
日
可
相
立
之
状
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
好
吉
房
）
文
禄
三
年
午
七
月
朔
日
三
位
法
印　
常
閑　
花
押
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
）
み
そ
の
町
老
衆
中
と
い
っ
た
史
料
か
ら
は
、
清
須
城
下
町
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
秀
次
の
実
父
で
、
天
正
十
八
年
に
は
、
尾
張
国
犬
山
城
主
十
万
石
、
そ
し
て
、
後
に
は
清
須
城
へ
移
っ
た
三
好
吉
房
が
統
括
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、
“
三
好
吉
房
－
三
清
須
町
奉
行
ー
城
下
の
市
町
の
系
譜
を
ひ
く
商
人
た
ち
”
と
い
っ
た
支
配
系
統
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
清
須
の
「
丹
羽
信
因
氏
所
蔵
文
書
」
中
に
は
、
天
正
十
八
年
八
月
二
十
七
日
付
で
秀
吉
か
ら
「
尾
州
清
須
町
」
に
宛
て
ら
れ
た
、
伝
馬
、
諸
役
・
押
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
買
狼
籍
、
喧
嘩
口
論
に
つ
い
て
の
「
条
々
」
が
残
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
町
の
安
定
の
た
め
の
保
証
は
、
実
質
的
に
は
、
尾
州
領
主
秀
次
で
は
な
く
、
秀
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
加
え
て
、
先
の
一
連
の
「
駒
井
日
記
」
の
記
録
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
清
須
の
城
下
調
査
命
令
や
帰
農
令
と
い
っ
た
具
体
的
な
秀
吉
か
ら
の
命
令
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
清
須
城
下
の
都
市
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
秀
吉
が
か
な
り
、
前
面
に
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
該
期
清
須
の
城
下
町
と
し
て
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
清
須
支
配
の
問
題
は
、
尾
張
を
中
心
と
す
る
個
別
領
主
的
存
在
で
あ
っ
た
関
霧
次
と
太
閤
秀
吉
と
の
関
係
と
ち
豊
臣
政
権
の
構
造
に
も
関
わ
．
て
い
く
論
点
で
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
か
な
り
重
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
上
記
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
に
止
め
る
。
　
以
上
、
豊
臣
氏
時
代
の
清
須
に
は
す
で
に
町
奉
行
が
生
ま
れ
、
市
町
の
系
統
を
ひ
く
町
と
そ
の
町
の
商
人
た
ち
の
統
制
を
行
う
な
ど
、
城
下
町
の
運
営
体
制
も
か
な
り
整
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
町
奉
行
の
あ
り
か
た
は
、
そ
れ
を
基
点
に
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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三　
徳
川
氏
時
代
の
清
須
　
関
が
原
の
戦
い
後
の
慶
長
五
（
一
六
〇
）
年
、
清
須
に
は
、
武
蔵
忍
か
ら
家
康
四
男
の
松
平
忠
吉
が
五
二
万
石
の
城
主
と
し
て
移
封
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
更
に
、
慶
長
十
二
（
一
六
〇
七
）
年
に
は
、
忠
吉
の
死
去
に
よ
り
、
家
康
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
の
九
男
、
義
直
が
甲
府
か
ら
移
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
義
直
は
ま
だ
八
歳
で
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
た
め
、
尾
張
の
政
事
は
犬
山
城
の
平
岩
親
吉
に
任
せ
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
、
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
V
義
直
の
家
臣
、
山
下
氏
勝
の
献
言
を
い
れ
、
家
康
は
、
名
古
屋
遷
府
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
慶
長
十
三
（
一
六
〇
八
）
年
ご
ろ
か
ら
、
遷
府
に
　
　
　
　
　
（
2
8
）
む
け
て
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
で
は
、
こ
の
名
古
屋
遷
府
直
前
の
徳
川
氏
時
代
の
清
須
の
具
体
的
な
様
相
を
確
認
し
、
ま
た
、
名
古
屋
遷
府
の
理
由
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
。
　
先
述
の
〈
図
1
＞
か
ら
は
、
遷
府
直
前
の
清
須
の
具
体
的
な
姿
の
お
よ
そ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
千
田
嘉
博
氏
は
、
地
籍
図
の
分
析
か
ら
、
清
須
城
下
町
東
部
と
総
構
を
南
に
越
え
た
外
町
端
部
分
に
寺
院
地
区
が
存
在
し
て
　
　
　
　
　
（
2
9
）
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
〈
図
1
＞
に
見
ら
れ
る
「
寺
屋
敷
」
「
法
華
寺
町
」
「
寺
町
通
」
「
寺
小
路
」
と
い
っ
た
地
名
か
ら
も
、
す
で
に
寺
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
当
該
期
清
須
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
家
臣
団
の
城
下
へ
の
集
住
、
市
町
の
総
構
内
へ
の
取
り
込
み
、
寺
町
の
形
成
と
い
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
V
た
近
世
城
下
町
と
し
て
の
都
市
構
造
上
の
基
本
的
諸
条
件
が
す
で
に
ほ
と
ん
ど
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
城
下
町
と
し
て
の
成
熟
度
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
最
終
期
の
清
須
は
、
総
構
内
の
収
容
力
が
限
界
を
越
え
、
大
道
寺
氏
の
よ
う
な
大
身
で
あ
っ
て
も
城
近
く
に
は
屋
敷
地
を
確
保
で
き
ず
、
総
構
外
に
は
大
規
模
な
外
町
が
出
現
す
る
状
態
で
（
〈
図
1
＞
参
照
〉
、
”
総
郭
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
か
ら
内
町
・
外
町
型
へ
城
下
町
プ
ラ
ン
の
変
容
”
が
み
ら
れ
て
い
た
。
一
般
に
、
名
古
屋
遷
府
は
、
大
坂
の
陣
を
控
え
た
家
康
が
、
戦
略
上
の
必
要
性
か
ら
行
っ
　
　
　
（
3
2
）
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
更
に
、
こ
の
よ
う
な
ス
プ
ロ
ー
ル
的
な
城
下
の
拡
大
状
況
を
打
開
し
、
旧
来
の
様
々
な
要
素
を
消
却
あ
る
い
は
整
理
・
再
編
成
し
、
こ
の
尾
張
に
新
た
な
近
世
城
下
町
を
建
設
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
、
名
古
屋
遷
府
の
決
定
的
原
因
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
最
後
に
、
近
世
名
古
屋
に
続
く
町
奉
行
の
流
れ
を
概
観
す
る
。
　
「
編
年
大
略
」
の
慶
長
十
二
年
条
に
は
、
「
一　
平
岩
主
計
頭
、
為
御
名
代
清
須
へ
来
、
国
政
を
執
行
、
自
今
以
後
、
犬
山
城
ハ
為
城
代
、
同
苗
掃
部
駐
淵
差
置
、
其
身
清
須
在
城
之
筈
に
、
神
君
被
仰
付
之
。
依
之
家
来
従
甲
州
清
須
井
犬
山
両
所
へ
有
転
替
之
催
。
清
須
町
奉
行
、
忠
吉
卿
之
時
、
進
士
清
三
郎
、
松
井
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ
勘
兵
衛
也
。
忠
吉
卿
御
逝
去
、
進
士
ハ
浪
人
、
松
井
一
人
に
主
計
頭
家
来
6
青
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、
（
3
3
）
山
作
兵
衛
指
副
と
云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
忠
吉
時
代
に
は
、
進
士
清
三
郎
と
松
井
勘
兵
衛
と
い
う
二
人
の
者
が
清
須
の
町
奉
行
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
進
士
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
松
井
に
つ
い
て
は
「
士
林
源
洞
」
に
松
井
武
兵
衛
の
弟
と
し
て
「
松
井
某
、
勘
兵
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
ヤ　
　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
へ
衛
、
忠
吉
君
於
二
武
州
忍
一
被
一
召
出
ハ
腸
二
五
百
石
ハ
為
二
町
奉
行
の
続
而
奉
コ
仕
子
敬
公
一
（
徳
川
義
直
ロ
筆
者
注
）
、
職
如
レ
元
。
寛
永
元
年
子
十
一
月
二
十
五
日
卒
」
（
『
士
林
』
三　
一
二
六
頁
）
と
の
一
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
勘
兵
衛
が
忠
吉
の
忍
時
代
か
ら
の
町
奉
行
で
あ
り
、
義
直
の
下
で
も
町
奉
行
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
舎
人
源
太
左
衛
門
経
長
と
い
う
者
も
忍
、
清
須
の
町
奉
行
を
勤
め
、
名古屋遷府以前の城下町清須115
義
直
の
下
で
も
引
き
続
き
、
名
古
屋
の
町
奉
行
を
勤
め
た
。
「
編
年
大
略
」
の
慶
長
＋
五
（
一
六
一
・
）
年
条
に
は
．
一
名
錬
之
時
酩
鍵
舞
町
奉
行
舎
人
源
太
左
衛
門
に
主
計
頭
家
来
相
原
内
匠
相
副
L
と
あ
る
。
こ
の
舎
人
経
長
の
祖
父
重
経
は
舎
人
村
に
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
に
そ
の
城
を
抜
か
れ
自
殺
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
父
重
秀
も
や
は
り
武
州
足
立
郡
舎
人
城
に
あ
っ
て
、
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
八
月
以
来
、
北
条
家
に
仕
え
て
い
た
（
『
士
林
』
二
二
五
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
舎
人
氏
は
関
東
に
そ
の
出
自
を
持
つ
武
士
で
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
滅
亡
後
、
経
長
の
代
に
至
り
、
徳
川
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
士
林
源
洞
」
の
経
長
の
条
に
は
、
「
源
太
左
衛
門
、
仕
二
北
条
陸
奥
守
ハ
与
二
加
藤
源
太
左
衛
門
一
同
名
、
時
人
称
二
両
源
過
北
条
家
滅
後
、
於
二
武
州
一
神
君
被
二
召
出
一
附
ゴ
属
干
忠
吉
卿
ハ
為
二
忍
町
奉
行
⑩
関
原
役
供
奉
、
得
二
首
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
　
　
ヘ　
　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ
級
司
忠
吉
卿
拝
二
尾
州
一
之
後
、
為
二
清
須
町
奉
行
⑩
敬
公
御
代
、
為
二
名
古
屋
町
奉
行
ハ
領
二
五
百
石
司
大
坂
之
役
、
雌
二
書
老
一
以
二
武
功
一
故
、
特
命
供
奉
、
干
時
六
十
一
歳
、
及
レ
老
辞
レ
職
致
仕
之
後
、
以
二
家
領
之
内
二
百
石
一
為
二
隠
居
料
一
」
（
『
士
林
』
二　
二
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
長
も
ま
た
忠
吉
に
附
属
し
、
忍
、
清
須
の
町
奉
行
を
勤
め
、
義
直
の
下
で
も
引
き
続
き
、
名
古
屋
の
町
奉
行
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
経
長
に
副
え
ら
れ
た
相
原
内
匠
と
い
う
の
は
、
名
を
広
親
と
い
、
甲
州
御
嶽
に
生
ま
れ
て
武
田
家
に
仕
え
、
後
、
家
康
に
帰
服
し
た
も
の
で
、
小
田
原
攻
め
の
後
、
平
岩
親
吉
に
属
し
た
。
「
士
林
源
洞
」
に
は
「
慶
長
年
中
、
敬
公
封
二
尾
州
ハ
平
岩
親
吉
監
二
国
務
4
広
親
為
二
町
奉
行
ハ
領
二
五
百
石
4
老
年
致
仕
、
分
三
其
采
地
百
五
十
石
為
二
隠
居
料
の
寛
永
六
年
巳
閏
二
月
廿
八
日
卒
」
（『
m
林
』
一　
三
九
三
頁
）
と
”
町
奉
行
”
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
”
舎
人
源
太
左
衛
門
に
相
副
”
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
後
と
同
様
、
町
奉
行
が
す
で
に
二
人
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
忠
吉
以
降
の
町
奉
行
を
確
認
し
て
ゆ
く
と
、
忍
、
清
須
、
名
古
屋
と
土
地
を
か
え
て
も
、
同
一
人
が
、
引
き
続
き
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
決
定
的
な
断
絶
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
清
須
町
奉
行
の
制
度
を
中
心
と
す
る
城
下
運
営
の
あ
り
方
が
、
近
世
初
頭
、
忠
吉
が
清
須
に
入
っ
た
頃
に
は
す
で
に
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
　
　
　
　
（
3
5
）
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
遷
府
直
前
ま
で
の
清
須
の
様
相
を
追
っ
た
。
一
戦
国
城
下
町
に
す
ぎ
な
か
っ
た
信
長
時
代
の
清
須
が
、
信
雄
に
よ
る
天
正
十
四
年
の
大
改
修
に
よ
り
、
そ
の
後
の
清
須
の
骨
格
と
も
な
る
べ
き
城
と
城
下
町
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
近
世
城
下
町
と
し
て
の
形
態
上
の
基
本
的
な
諸
条
件
を
整
え
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
続
く
豊
臣
氏
時
代
の
清
須
城
下
町
は
、
都
市
と
し
て
の
構
造
上
の
変
革
を
行
う
よ
り
も
、
そ
の
規
模
を
順
次
、
拡
大
し
て
ゆ
く
傍
ら
、
町
奉
行
制
を
は
じ
め
と
す
る
城
下
の
支
配
体
制
の
整
備
の
段
階
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
す
で
に
、
徳
川
時
代
の
最
終
期
の
清
須
の
城
下
町
は
、
都
市
形
態
上
も
城
下
町
の
支
配
体
制
上
も
、
近
世
城
下
町
と
し
て
の
基
本
的
な
要
素
を
、
ほ
ぼ
備
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の
よ
う
に
、
ス
プ
ロ
ー
ル
的
な
城
下
の
拡
大
状
況
を
打
開
し
、
旧
来
の
様
々
な
要
素
を
消
却
あ
る
い
は
整
理
・
再
編
し
て
、
こ
の
尾
張
に
新
た
な
近
世
城
下
町
を
建
設
す
る
た
め
に
、
名
古
屋
遷
府
が
決
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
〈
図
1
＞
と
〈
図
3
＞
を
比
較
す
る
と
、
遷
府
直
前
の
清
須
城
下
町
と
整
然
と
し
た
都
市
プ
ラ
ン
を
持
つ
近
世
名
古
屋
城
下
町
の
間
に
は
、
そ
の
外
観
上
に
116
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劇
的
な
変
化
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
両
城
下
町
間
で
、
近
世
的
な
城
下
町
と
し
て
の
構
成
上
の
諸
要
素
及
び
城
下
経
営
上
の
制
度
的
な
成
熟
度
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
最
終
期
の
清
須
は
、
構
造
上
の
諸
要
素
の
側
面
か
ら
見
て
も
都
市
経
営
の
在
り
方
の
側
面
か
ら
見
て
も
、
そ
の
近
世
城
下
町
と
し
て
の
内
実
に
お
い
て
は
、
段
階
的
に
一
定
度
の
到
達
点
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
、
清
須
に
お
け
る
到
達
点
を
継
承
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
最
大
限
活
か
し
つ
も
、
遷
府
前
の
清
須
及
び
名
古
屋
に
存
在
し
て
い
た
前
代
の
様
々
な
要
素
を
消
却
も
し
く
は
再
編
し
て
、
極
力
“
整
理
”
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
た
の
が
近
世
名
古
屋
城
下
町
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
名古屋遷府以前の城下町清須117
　
注
（
1
）　
『
年
報　
都
市
史
研
究
4　
市
と
場
』
山
川
出
版
社
、
一
九
六
年
（
2
）　
な
お
、
現
行
地
名
で
は
「
清
洲
」
で
あ
る
が
、
史
料
上
は
「
清
須
」
と
記
述
さ
れ
　
る
こ
と
が
多
く
、
本
論
文
中
で
は
「
清
須
」
と
い
う
表
記
で
統
｝
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
3
）　
奥
野
高
広
・
岩
沢　
彦
校
注
『
信
長
公
記
』
角
川
書
店　
一
九
六
九
年　
三
二
頁
。
以
下
、
同
刊
本
を
『
信
長
』
と
略
記
す
る
。
　
な
お
、
同
書
の
注
は
、
こ
の
事
件
を
天
文
二
十
一
（
一
五
二
）
年
の
こ
と
か
と
推
　
量
し
て
い
る
。
（
4
）　
『
信
長
』
四
六
頁
。
た
だ
し
、
下
村
信
博
氏
は
「
文
献
か
ら
み
た
清
須
城
下
町
の
変
遷
」
（
『
清
須
ー
織
豊
期
の
城
と
都
市
1
』
研
究
報
告
編　
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
　
一
九
八
九
年
六
一
頁
V
に
お
い
て
、
清
須
城
下
に
七
・
八
百
人
の
武
士
を
常
駐
さ
　
せ
た
も
の
他
の
多
く
の
家
臣
は
こ
の
時
期
も
領
地
に
居
住
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
　
る
。
（
5
）　
小
島
裕
道
「
戦
国
城
下
町
の
構
造
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
五
七　
一
九
八
四
年
）
や
『
清
須
－
織
豊
期
の
城
と
都
市
ー
』
研
究
報
告
編　
な
ど
に
よ
る
。
（
6
）　
前
註
（
5
）
小
島
論
文
、
四
六
頁
（
7
）　
小
島
裕
道
氏
は
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
・
十
四
年
頃
を
近
世
城
下
町
成
立
過
程
上
の
一
つ
の
画
期
と
し
、
戦
国
的
な
”
大
名
居
館
＋
家
臣
団
＋
直
属
商
工
業
者
　
→
←
市
場
”
と
い
う
構
造
か
ら
”
大
名
居
館
＋
家
臣
団
→
←
町
屋
”
と
い
う
構
造
へ
の
変
化
を
そ
こ
に
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
共
同
体
と
し
て
の
「
町
」
も
成
立
　
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
（
「
戦
国
・
織
豊
期
の
城
下
町
－
城
下
町
に
お
け
　
る
「
町
」
の
成
立
l
L
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
『
日
本
都
市
史
入
門
H
』
東
京
大
学
出
版
会　
一
九
〇
年
）
（
8
）　
『
清
須
ー
織
豊
期
の
城
と
都
市
－
』
研
究
報
告
編　
討
論
会
の
司
会
者
発
言　
一
五
三
頁
。
（
9
）　
千
田
嘉
博
「
清
須
城
と
そ
の
城
下
町
ー
地
籍
図
に
よ
る
復
元
的
考
察
ー
」
『
清
須
－
織
豊
期
の
城
と
都
市
1
』
研
究
報
告
編　
五
七
頁
。
（
1
0
）　
「
駒
井
日
記
」
『
改
訂　
史
籍
集
覧
』
第
二
五
冊　
史
籍
集
覧
研
究
会　
一
九
六
九
年　
五
二
〇
頁
。
以
下
、
同
刊
本
を
『
駒
井
』
と
略
記
す
る
。
　
な
お
、
引
用
箇
所
の
後
に
は
「
一
、
つ
し
ま
（
津
島
）
す
い
ひ
に
付
て
五
年
之
間
諸
役
一
円
に
御
免
被
成
候
。
然
者
市
を
も
相
立
さ
せ
富
貴
仕
候
様
二
可
被
仰
付
。
左
候
と
　
て
他
郷
之
百
姓
｝
人
も
不
可
有
之
事
」
と
の
一
文
も
見
ら
れ
、
当
該
時
期
、
津
島
の
衰
　
退
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
1
1
）　
前
註
（
7
）
小
島
論
文
、
三
六
頁
（
1
2
）　
『
尾
張
名
所
図
会
』
下
巻
大
日
本
名
所
図
会
刊
行
会　
一
九
一
九
年
。
「
尾
張
名
所
図
会
」
は
尾
張
全
国
九
郡
の
名
勝
古
蹟
を
図
説
・
考
証
し
た
も
の
。
前
編
七
巻
（
愛
智
郡
・
知
多
郡
・
海
東
郡
・
海
西
郡
）
は
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
の
撰
で
、
岡
田
啓
・
野
口
道
直
共
著
、
小
田
切
春
江
画
。
後
編
六
巻
（
中
島
郡
・
春
日
井
郡
・
葉
栗
郡
・
丹
羽
郡
）
は
明
治
十
三
（
一
八
〇
）
年
の
撰
で
、
右
著
者
の
遺
稿
を
春
江
が
編
纂
。
本
稿
に
お
い
て
は
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
か
ら
の
上
中
下
三
巻
本
の
復
刻
版
　
（
一
九
七
〇
年
）
を
用
い
た
。
（
1
3
）　
「
名
古
屋
府
城
志
」
『
名
古
屋
叢
書
』
第
九
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　
一
九
八
　
三
年
）
一
七
六
頁
。
「
名
古
屋
府
城
志
」
と
い
う
の
は
、
尾
張
藩
士
樋
口
好
古
に
よ
る
「
郡
村
御
行
記
」
の
一
部
で
三
巻
か
ら
成
る
。
こ
の
「
郡
村
徊
行
記
」
は
国
方
吟
味
役
　
や
大
代
官
と
い
っ
た
職
を
勤
あ
た
彼
が
、
自
ら
の
職
務
遂
行
の
便
宜
の
た
め
に
、
尾
張
　
全
国
を
調
査
し
て
ま
わ
っ
て
集
め
た
情
報
に
、
藩
の
諸
記
録
か
ら
採
取
し
た
必
要
事
項
を
加
え
て
、
｝
村
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
起
稿
し
、
文
政
五
（
一
八
ニ
）
年
に
完
成
し
た
。
か
な
り
信
頼
度
の
高
い
史
料
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
一
部
散
失
し
お
り
、
完
壁
な
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
。
（
1
4
∀　
同
右
史
料
、
一
七
頁　
「
船
入
町
」
の
条
（
船
杁
町
）
、
一
七
八
頁　
「
大
船
　
町
」
の
条
（
た
だ
し
同
書
に
は
「
迫
間
町
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
”
迫
”
は
　
”
廻
”
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
。
（
1
5
）　
「
寛
延
旧
家
集
」
『
名
古
屋
叢
書
』
第
一
二
巻　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　
一
九
六
　
三
年　
九
頁
。
「
寛
延
旧
家
集
」
は
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
九
月
、
町
奉
行
を
通
じ
て
名
古
屋
城
下
の
旧
家
、
主
と
し
て
清
須
越
町
人
に
書
き
上
げ
さ
せ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒
を
編
集
し
て
一
本
と
し
た
も
の
。
「
清
須
越
由
緒
有
之
町
人
」
十
三
名
、
「
清
須
越
118
之
外
由
緒
有
之
町
人
共
L
十
五
名
（
た
だ
し
、
清
須
か
ら
の
町
人
を
含
む
）
、
「
清
須
越
之
者
」
七
十
五
名
（
た
だ
し
、
駿
河
越
の
者
四
名
を
含
む
）
、
「
御
扶
助
之
町
人
」
十
二
名
、
計
四
項
、
百
十
五
の
各
家
の
由
緒
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
茶
屋
中
島
氏
や
人
足
問
屋
水
谷
氏
、
惣
町
代
の
花
井
氏
等
の
由
緒
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
（
1
6
）　
同
右
史
料
、
二
七
頁
。
（
1
7
）　
前
註
（
1
3
）
史
料
、
一
八
頁
及
び
一
八
六
頁
。
た
だ
し
、
今
の
と
こ
ろ
高
毛
町
や
野
田
町
に
つ
い
て
は
考
え
る
べ
き
材
料
を
持
た
な
い
。
（
1
8
）　
前
註
（
7
）
小
島
論
文
、
三
六
頁
。
（
1
9
）　
な
お
、
商
人
た
ち
の
商
業
行
為
の
統
制
は
、
商
人
司
で
あ
っ
た
伊
藤
氏
が
行
っ
て
　
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
前
註
（
1
5
）
史
料
、
六
頁　
「
本
町　
唐
木
屋　
市
右
衛
門
」
の
書
上
）
。
（
2
0
）　
「
酒
井
利
孝
氏
所
蔵
文
書
」
天
正
十
八
年
八
月
晦
日
付
坂
井
文
助
宛
田
中
吉
政
知
行
安
堵
状
、
及
び
、
「
甚
目
寺
文
書
」
天
正
十
八
年
九
月
三
日
付
甚
目
寺
宛
田
中
吉
政
寺
領
安
堵
状
。
以
上
、
『
愛
知
県
史
』
別
巻　
愛
知
県　
一
九
三
九
年　
五
三
九
頁
。
（
2
1
）　
『
張
州
府
志
』
第
一
巻
名
古
屋
史
談
会　
一
九
＝
二
年
八
頁
（
2
2
）　
『
愛
知
県
史
』
別
巻　
愛
知
梨　
一
九
三
九
年　
五
七
〇
頁
（
2
3
）　
な
お
、
町
共
同
体
に
宛
て
ら
れ
た
法
令
に
つ
い
て
は
、
仁
木
宏
氏
が
「
被
官
・
奉
　
公
人
・
牢
人
」
（
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
『
日
本
都
市
史
入
門
皿
』
東
京
大
学
出
版
会　
一
九
〇
年
）
に
お
い
て
中
近
世
移
行
期
の
京
都
を
対
象
に
行
っ
た
論
考
が
あ
る
。
（
2
4
）　
当
該
期
豊
臣
政
権
の
太
閤
・
関
白
と
い
う
二
つ
の
権
力
構
成
に
つ
い
て
は
、
三
鬼
清
一
郎
氏
が
「
太
閤
検
地
と
朝
鮮
出
兵
」
（
『
岩
波
講
座　
日
本
歴
史
9
』
岩
波
書
店
一
　
九
七
五
年
）
に
お
い
て
少
々
触
れ
て
い
る
。
（
2
5
）　
「
当
代
記
」
『
史
籍
雑
纂　
當
代
記
・
駿
府
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会　
一
九
五
　
年　
一
〇
四
頁
。
た
だ
し
、
秀
忠
か
ら
そ
の
判
物
が
出
さ
れ
た
の
は
、
慶
長
十
三
二
　
六
〇
八
）
年
八
月
二
十
五
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
　
五　
七
五
頁
）
。
（
2
6
）　
親
吉
は
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
義
直
が
甲
州
を
与
え
ら
れ
て
以
来
、
そ
の
　
傅
と
な
っ
て
い
た
（
「
士
林
源
洞
」
一
（
『
名
古
屋
叢
書
続
編
』
第
一
七
巻
く
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
年
〉
一
七
一
頁
）
。
な
お
、
「
士
林
浜
洞
」
は
享
保
四
（
一
七
　
一
九
）
年
頃
ま
で
の
尾
張
藩
士
の
系
譜
の
集
大
成
。
以
下
、
同
史
料
の
記
事
は
全
て
同
刊
本
第
一
七
巻
〜
第
二
〇
巻
に
基
づ
き
、
「
『
士
林
』
一
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
（
2
7
）　
『
士
林
』
三
（
｝
九
六
八
年
）
三
五
頁　
山
下
氏
勝
条
。
氏
勝
は
、
妻
が
志
水
宗
清
の
女
で
、
義
直
の
母
も
宗
清
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
義
直
が
三
才
の
時
以
来
、
こ
れ
に
付
い
た
。
（
2
8
）　
『
名
古
屋
叢
書
』
第
四
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
二
年
）
一
八
三
頁
。
「
編
年
大
略
」
と
い
う
の
は
尾
張
藩
の
編
年
略
史
で
、
三
次
に
わ
た
り
編
纂
さ
れ
、
第
　
一
次
は
慶
長
五
（
一
六
〇
）
年
か
ら
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
ま
で
、
第
二
次
は
元
禄
十
三
（
一
七
〇
）
年
ま
で
、
第
三
次
は
明
和
八
（
一
七
一
）
年
ま
で
の
内
容
。
　
そ
れ
ぞ
れ
や
編
集
方
針
が
異
な
る
。
最
も
整
っ
て
い
る
の
は
第
一
次
の
編
纂
だ
が
、
　
編
述
の
経
過
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
。
（
2
9
）
前
註
（
9
）
千
田
論
文
、
五
〇
頁
。
（
3
0
）　
前
川
要
「
近
世
城
下
町
発
生
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第　
　
二
一
号　
一
九
八
年
）
等
を
参
照
の
こ
と
。
（
3
1
）　
前
註
（
9
）
千
田
論
文
、
五
三
頁
（
3
2
）　
詳
細
は
、
拙
稿
「
”
近
世
城
下
町
名
古
屋
”
の
形
成
に
つ
い
て
」　
（
前
註
（
1
）
を
参
照
の
こ
と
。
（
3
3
）　
前
註
（
2
8
）
史
料
、
一
八
三
頁
（
3
4
）　
前
註
（
2
8
）
史
料
、
一
八
六
頁
（
3
5
）　
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
町
奉
行
は
、
後
の
幕
藩
体
制
確
立
後
の
”
三
奉
行
”
の
一
　
と
し
て
の
そ
れ
と
は
、
支
配
組
織
内
に
お
け
る
地
位
や
権
限
の
大
き
さ
と
い
っ
た
点
に
　
お
い
て
未
だ
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
固
有
の
支
配
体
制
の
確
立
ま
　
で
に
は
、
い
ま
少
し
時
間
が
か
る
と
い
え
よ
う
。
